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 但馬牛博物館の増築棟「農業遺産体験館」のオープン 

 

平成 31 年２月に日本農業遺産に認定された「兵庫美方地域の但馬牛システム」の新たな

情報発信の拠点となる県立但馬牧場公園の但馬牛博物館増築棟「農業遺産体験館」が、令

和３年６月 26 日（土）にオープンします。 

兵庫が誇る世界のトップブランドである但馬牛・神戸ビーフを広く国内外に発信し、更

なる需要拡大と生産拡大を図るため、記念式典と報道機関向け内覧会を行います。 

なお、開催時間や参加者を限定するなど、新型コロナウイルス感染症対応を徹底します。 
 

１ 記念式典の開催 

（１）日   時 令和３年６月 26 日（土）11:00～12:00 

（２）場   所 県立但馬牧場公園「但馬牛博物館」（美方郡新温泉町丹土 1033） 

（３）出席予定者 副知事、地元選出国・県会議員、新温泉町長、地元関係団体等約 30 名 

（４）内   容 副知事あいさつ、テープカット、内覧会等 
 

２ 報道機関向け内覧会の開催 

（１）日   時 令和３年６月 25 日（金）14:00(集合)～16:00 

（２）場   所 県立但馬牧場公園「但馬牛博物館」 

（３）内   容 農業遺産体験館の案内及び展示物説明等 
 

３ 施設の概要 

 本館棟 増築棟「農業遺産体験館」 

①規模 400 ㎡、鉄筋コンクリート造 2階建  142 ㎡、鉄筋コンクリート造平屋 

②オープン 平成６年 10 月 2日 

（平成30年４月21日リニューアル） 

令和３年６月 26日 

 

４ 展示の概要 

本館棟 増築棟「農業遺産体験館」 

①オンリー・ワンの牛「但馬牛」 

 但馬牛の剥製と映像により魅力を発信 

 プロジェクションマッピングにより但馬

牛の改良や歴史を解りやすく紹介 

 学術･専門的視点から但馬牛の特長を解説 

 但馬牛の歴史と人々との関わりを紹介 

①「農業遺産」の体感 

 牛と共に暮らす住居空間「マヤ(厩)」を

再現 

 棚田や草原と但馬牛の融合により発展し

てきた地域の原風景をジオラマで展開 

②「但馬牛」の探求 

 牛籍簿を電子化しタブレットにより解説 

 県内各地に残る書籍や史料展示を充実す

るとともに閲覧スペースを設置 

②世界のあこがれ「神戸ビーフ」 

 但馬牛･神戸ビーフの定義やおいしさの秘

密に迫る展示 

③プレイコーナー 

 家族で楽しめる牛に関するﾊﾝｽﾞｵﾝ展示 

 

＜問い合わせ先＞ 農政環境部 畜産課 肉用牛振興班 

               ＴＥＬ ０７８－３６２－３４５４ 

作成年月日 令和３年６月 14 日 

作成部局 

課 室 名 

農政環境部農林水産局 

畜 産 課 





但馬牛を満喫！
但馬牧場公園を1日楽しむ、おすすめプラン

10:00～
リフトで展望台にあがり、
照来地区の棚田や遠くに
広がる日本海、但馬牛の
放牧風景を楽しもう！

11:00～
屋根の上に但馬牛がいる
よ！
新しくできた大型遊具で
思いっきり遊ぼう！

12:00～
遊んだあとは、レストラン
「ふるさと」で但馬牛を食
べよう！
BBQハウス※もあるよ！
（※昼・夜共に要予約）

15:00～
最後に但馬牛博物館で
但馬牛の歴史や魅力を勉
強！
これであなたも但馬牛の
博士！

14:00～
パティシエになって、おや
つのパフェを作ろう！
この他、そば打ちやピザ
作り体験などもできるよ！

13:00～
本物の但馬牛に触って、
肌で感じよう！
お母さん牛だけでなく、子
牛もいるよ！

〒669-6813
兵庫県美方郡新温泉町丹土1033番地
TEL：0796-92-2641 FAX：0796-92-
2640
Email：mail@tajimabokujyo.jp

【入園料及び駐車場】無料（200台収容）
【開園時間】9：00～17：00
【休園日】毎週木曜日（※祝日の場合は翌日）
※ ペットの入園は不可

新温泉町・香美町を満喫！ 牧場公園を拠点に１泊2日で楽しむ、おすすめプラン

牧場公園で1日遊んで、園内の「まきばの宿」で宿泊。 翌日は、新温泉町・香美町の海へ！ 山へ！

新温泉町内の施設等
○温泉
リフレッシュパークゆむら（10分）
薬師湯（10分）

○自然
山陰海岸ジオパーク（30分）
上山高原エコミュージアム（30分）
※（ ）は牧場公園からの所要時間

香美町内の施設等
○買物
道の駅村岡ファームガーデン（30分）

○自然
但馬高原植物園（40分）
兵庫県木の殿堂（40分）
香美町立ジオパークと海の文化館（60分）



日本農業遺産「兵庫美方地域の但馬牛システム」 

 

 美方郡産但馬牛は、地域産の良質な草を与えられ、山に放牧され、棚田に使役されなが

ら家族同様に大切にされてきた。生産された子牛は農家の重要な収入源であり、古くは嘉

永２年(1849)に子牛市を開設した記録がある。 

明治 30 年(1897)頃に全国に先駆けて「牛籍簿」が整備され、これが血統登録の基礎とな

り、全国の和牛改良の先頭に立つ地域となった。 

 美方郡では全国の黒毛和種で唯一、郡内産にこだわった改良を続けてきた結果、世界で

もここしかない独自の遺伝資源が保全され、黒毛和種の遺伝的多様性の維持に大きな役割

を果たしている。 

 本システムは平成 31 年２月に農林水産省から日本農業遺産の認定を受けた。現在、世界

農業遺産を目指し、国連食料農業機関（以下、FAO）へ申請中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【 参考 】 

１ 農業遺産 

（１）農業遺産とは、社会や環境に適応しながら何世代にも亘り継承されてきた独自性の

ある農林水産業と、それに密接に関わって生まれた文化、ランドスケープ、農業生物

多様性等が相互に関連して一体となった伝統的な農林水産業システムを認定したもの。 

（２）農林水産大臣が認定を行う日本農業遺産（22 地域、R3.3 月現在）と、FAO が認定を

行う世界農業遺産（22 ヵ国 62 地域、R3.6 月現在）がある。 
 
２ 農業遺産の認定基準 

 国内における重要性、申請地域の特徴（世界遺産の５つの認定基準に、日本が独自に

定めた３つの基準を加えた８項目により評価）及び保全計画に基づき評価される。 
 

【申請地域の特徴を評価する８つの認定基準】 

１．食料及び生計の保障          ５．ランドスケープの特徴 

２．農業生物多様性            ６．変化に対する強靱性 

３．地域の伝統的な知識システム      ７．多様な主体の参画 

４．文化、価値観及び社会組織       ８．６次産業化の推進 

 日本独自の基準 世界・日本共通基準 


